
京
都
。
三
条
西
殿
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一八
都
市
中
京
区
烏
丸
通
姉
小
路
下
ル
場
之
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八

一
年

（昭
５６
）
二
月
ｉ
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
平
安
博
物
館

４
　
調
査
担
当
者
　
下
條
信
行

。
植
山
　
茂

・
定
森
秀
夫

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
ｉ
江
戸
時
代

７
　
逹退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

発
掘
地
は
、
平
安
時
代
後
期
に
藤
原
摂
関
家
の
邸
宅
で
あ

っ
た
三
条
西
殿
の

東
南
角
に
あ
た
る
地
点
で
あ
る
。　
一
九
六
九
年
に
平
安
博
物
館
が
同
所
に
二
本

の
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
て
い
て
、

三
条
大
路
の
北
側
側
溝
と
鳥
丸

小
路
の
西
側
側
溝
と
推
定
さ
れ

る
溝
が
確
認
さ
れ
て
い
た
。
今

回
は
、
全
面
的
に
発
掘
を
行
い
、

主
に
中

。
近
世
の
上
羨

。
井
戸

・
瓦
溜
な
ど
を
多
荻
検
出
し
た

が
、
平
安
時
代
の
遺
構
は
極
め

て
少
な
か
っ
た
。

三
条
大
路
側
溝
と
し
て
は
、
平
安
時
代
後
期
と
推
定
さ
れ
る
素
掘
り
の
溝
が

あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
南
側
に
室
町
時
代
後
半
ｉ
江
戸
初
期
と
推
定
さ
れ
る
石

組
溝
二
本
が
重
複
し
て
検
出
さ
れ
た
。
下
段
の
石
組
溝
は
、
石
組
の
内
側
で
さ

ら
に

一
段
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
て
、
埋
土
は
暗
青
灰
色
粘
質
土
と
な

っ
て
い
た
。

巡
礼
札
は
こ
の
粘
質
土
か
ら
出
上
し
、
室
町
時
代
後
半
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の

上
に
さ
ら
に
石
組
の
溝
が
あ
り
、
こ
れ
は
江
戸
初
期
ま
で
使
用
さ
れ
た
と
推
定

さ
れ
る
。

３
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

巡
礼
札
は
三
枚
検
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
上
端
を
尖
り
気
味
に
し
、
孔
を
有
し

て
い
る

（番
号
は
実
測
図
の
番
号
と
一
致
す
る
。　
な
お
、
釈
文
は
当
館
の
藤
本
孝

一
氏

に
御
願
い
し
た
）。

ω

「
西
國
汁
三
所
順
礼
」
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、
ョ

②

「
西
國
汁
三
所
順
礼
同
行
二
人
」
　
　
　
　
　
　
　
μヽ
マ
トメ
ド
ロ

①

「
西
國
井
三
所
順
礼
同
行
二
人
」
　
　
　
　
　
　
　
〕⇔露
卜留
卜
冨

こ
の
種
の
巡
礼
札
は
伝
世
品
と
し
て
、
岩
手
県
中
尊
寺
、
栃
木
県
錢
阿
寺
、

滋
賀
県
石
山
寺
な
ど
に
残
っ
て
い
る
。
な
お
、
当
遺
跡
の
す
ぐ
近
く
に
西
国
第

十
八
番
札
所
で
あ
る
六
角
堂

（頂
法
寺
）
が
あ
る

（地
図
参
照
）。

９
　
関
係
文
献

白
石
太
一
郎

。
伊
藤
玄
三
・
近
藤
喬

一
『平
安
京
三
条
西
殿
跡

発
掘
調
査
報
告
』

（『平
安
博
物
館
研
究
紀
要
』
３
）
一
九
七
一
年

(京都東北部 2万 5千分の 1)



1981年出上の木簡

定
森
秀
夫

「
図
版
解
説

。
三
条
西
殿
跡
出
上
の
巡
礼
札
」

Ｇ
古
代
文
化
』
３３
‐
‐２
）

曇夫
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京
都
・Ｓ
羽
離
宮
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一爪
都
市
伏
見
区
竹
田
田
中
殿
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八

一
年

（昭
５６
）
一
〇
月
を

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
鰯
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
上
村
和
直

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
離
宮
跡

６
　
注退
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
後
期

７
　
迫還
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
九
八

一
年
度
に
実
施
し
た
鳥
羽
離
官
跡
の
発
掘
調
査
は
五
個
所
あ
り
、
木

筒
の
出
土
し
た
調
査
は
第
七
二
次
調
査
で
あ
る
。

第
七
二
次
調
査
地
は
鳥
羽
離

宮
内
の
田
中
殿
地
区
に
推
定
さ

れ
て
い
る
。
以
前
に
行
な
わ
れ

た
周
辺
の
調
査
で
は
、
本
調
査

地
の
北
東
約

一
〇
〇
ｍ
の
地
点

で
堆
定
田
中
殿
建
物
群
を
、
南

西
約
二
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
地
点
で
は
推

定
金
剛
心
暁
九
然
阿
秀
陀
堂
を

検
出
し
て
い
る
。
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(京都西南部・京都東南部)




